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お 知 ら せ

お 知 ら せ

沖縄の地域企業・経済の発展、地方創生に向けた金融仲介機能の高度化戦略について
～金融仲介・地方創生高度化推進会議　中間報告～

琉球泡盛用原料米の沖縄県内での生産について

八重山の交通が変わる！～Maasの実現による新たな交通サービスの実証開始～

～省エネで経営力アップ～ Vol.1　オフィス・事務所編

独占禁止法教室～沖縄国際大学に行ってきました～

私たちの暮らしと独占禁止法の関わり～消費者セミナー～

沖縄国税事務所との広報コラボ！「税・財政の講話（大学生編）」

「公認会計士の日」記念講演会

第4回「農水産業支援技術展」沖縄において6次産業化を紹介しました

「第3回食育活動表彰」で読谷村漁業協同組合が農林水産省消費・
安全局長賞を受賞しました

平成30年度農林水産省4白書に関する沖縄ブロック説明会を開催しました

消費税軽減税率制度における事業者支援について 

令和元年度 防災訓練（風水害）を実施しました！

『海の月間』について～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

『C  to  Seaプロジェクトご当地アンバサダー』
～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

令和元年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

自賠責制度広報・啓発期間について～忘れちゃいけない「自賠責」～

宮腰大臣の沖縄訪問
沖縄豆記者団による首相官邸訪問＆沖縄担当部局への取材
夏休みに内閣府を見学　「こども霞が関見学デー」

人事異動

子ども見学デーを開催しました
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表
紙
写
真

作
　
　
者

　
宮
古
島
市
立
北
中
学
校

　
　
3
年
　
友
利
　
珠
瑛
莉

（
と
も
り
　
し
ゅ
え
り
）

　
こ
の
作
品
は
、
今
年
の
「
海

の
月
間
」（
7
月
1
日
〜
31
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
公
益
社

団
法
人
沖
縄
海
事
広
報
協
会
、

後
援
：
沖
縄
総
合
事
務
局
）

の
金
賞
受
賞
作
品
で
す
。
沖

縄
県
内
の
中
学
校
か
ら
64
点

の
応
募
作
品
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
作
者
の
友
利
さ
ん
に
は
、

7
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
『
海
の
日
』
海
事
関

係
功
労
者
表
彰
式
」
で
沖
縄

総
合
事
務
局
長
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

会議の様子

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　沖
縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、

　
　地
方
創
生
に
向
け
た
金
融
仲
介
機
能
の

高
度
化
戦
略
に
つ
い
て
　

〜
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化
推
進
会
議
　中
間
報
告
〜

1
．中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

融資モニタリングの高度化

事
　業
　者

金
　融
　機
　関

クラウド会計
（財務データの共有）

モニタリング
ソリューションの提供

担保保証に過度に依存しない融資〔　　　  　　　　〕

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉
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最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
．創
業
支
援

3
．事
業
承
継

○
今
後
の
議
論
に
向
け
て

4
．地
方
創
生
に
向
け
た

　  金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

　  地
方
公
共
団
体
及
び
国
の

　  機
関
な
ど
と
の
連
携

・手ぶらで簡単に買い物が可能
・紛失、盗難時の被害リスクを
低減（条件次第で保証）

・現金搬出入回数の減少
・インバウンド需要の取込み
・購買情報の蓄積

キャッシュレスの意義

消費者

事業者

ICT活用の効果
事業者

金融機関

○移動時間やコスト
　の削減

○離島などの金融空白
　地域への顧客拡大
○ICT活用による顧客
　訪問の効率化

○金融機関との
　相談機会の増加

○ 業種別創業融資実績

後継者不在率上位都道府県

※業種は日本標準産業分類 (平成 25年 10月改定 )に基づく分類

出典：帝国データバンク「後継者問題に関する沖縄県企業の
　　　実態調査」（2017年度）

沖縄県
山口県
北海道
神奈川県
広島県
鳥取県
島根県
埼玉県
愛知県
大阪府

84.3%
76.4%
74.0%
74.0%
73.4%
72.6%
72.4%
71.3%
71.1%
71.0%

72.2%
59.5%
59.1%
58.1%
55.9%
55.0%
56.3%
52.8%
50.1%
52.2%

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
6
7
5
10
15
11

県別 順位 順位
60歳以上
不在率

後継者
不在率

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉
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最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
．創
業
支
援

3
．事
業
承
継

○
今
後
の
議
論
に
向
け
て

4
．地
方
創
生
に
向
け
た

　  金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

　  地
方
公
共
団
体
及
び
国
の

　  機
関
な
ど
と
の
連
携

・手ぶらで簡単に買い物が可能
・紛失、盗難時の被害リスクを
低減（条件次第で保証）

・現金搬出入回数の減少
・インバウンド需要の取込み
・購買情報の蓄積

キャッシュレスの意義

消費者

事業者

ICT活用の効果
事業者

金融機関

○移動時間やコスト
　の削減

○離島などの金融空白
　地域への顧客拡大
○ICT活用による顧客
　訪問の効率化

○金融機関との
　相談機会の増加

○ 業種別創業融資実績

後継者不在率上位都道府県

※業種は日本標準産業分類 (平成 25年 10月改定 )に基づく分類

出典：帝国データバンク「後継者問題に関する沖縄県企業の
　　　実態調査」（2017年度）

沖縄県
山口県
北海道
神奈川県
広島県
鳥取県
島根県
埼玉県
愛知県
大阪府

84.3%
76.4%
74.0%
74.0%
73.4%
72.6%
72.4%
71.3%
71.1%
71.0%

72.2%
59.5%
59.1%
58.1%
55.9%
55.0%
56.3%
52.8%
50.1%
52.2%

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
6
7
5
10
15
11

県別 順位 順位
60歳以上
不在率

後継者
不在率

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉

　財
務
部
金
融
監
督
課
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